
　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
定
着

　
三
沢
議
員　
令
和
2
年
の
千

葉
県
の
総
農
家
数
は
約
5
万
1

千
戸
で
、
前
回
調
査
の
平
成
27

年
か
ら
5
年
間
で
1
万
2
千
戸

が
減
少
し
た
。
特
に
、
安
房
地

域
の
従
事
者
は
、
5
年
間
で

1
，3
0
0
人
余
り
減
少
し
て

い
る
。

　
一
方
、
千
葉
県
の
新
規
就
農

者
は
年
間
3
0
0
〜
4
0
0
人

程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、
農
業
へ
の

新
規
参
入
者
の
確
保
・
定
着
に

向
け
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

専
門
ス
タッフ
に
よ
る
就
農
相
談

や
農
業
法
人
へ
の
就
職
あ
っ
せ

ん
、
県
立
農
業
大
学
校
で
の
技

術
習
得
の
支
援
に
加
え
、
就
農

前
後
の
資
金
交
付
や
地
域
の
農

家
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
特
性
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
就
農
準
備
か
ら

定
着
ま
で
を
一
貫
し
て
支
援
す

る
体
制
を
構
築
し
て
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
構
築

　
三
沢
議
員
　
地
域
に
お
け
る

新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
て
い
く
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
内
に
は
、

連
携
し
て
新
規
就
農
者
の
取
り

込
み
を
図
っ
て
い
る
産
地
が
あ

　
不
登
校
へ
の

取
組
状
況

　

三
沢
議
員

近
年
、全
国
的

に
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
増
加

し
て
お
り
、本

県
に
お
い
て
も

同
様
の
傾
向
で
あ
る
と
い
う
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
県
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　

教
育
長　
不
登
校
に
つ
い
て

は
、そ
の
要
因・背
景
が
多
様・複

雑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
配
置
の
拡
充

に
努
め
、活
用
の
促
進
を
図
って

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、支
援
チ
ー
ム
を
学
校
に

派
遣
し
、市
町
村
や
民
間
支
援

団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、き
め
細
か
な
支
援
が
な
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
立
高
校
へ
の
受
け
入
れ　

　

三
沢
議
員
　
不
登
校
児
童

　
河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
状
況

　
三
沢
議
員
　
安
房
地
域
の

河
川
に
お
け
る
竹
木
の
撤
去
や

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
状
況
は
ど

う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

竹
木
や
堆
積
し
た
流
竹
木
を
撤

去
し
て
お
り
、
今
年
度
、
安
房

地
域
で
は
、
三
原
川
な
ど
21
河

川
24
箇
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
水
期
前
の
巡
視
や

出
水
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
は
、

河
川
に
隣
接
す
る
民
有
地
側
の

竹
木
状
況
も
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
海
岸
漂
着
物
の
処
理
状
況

　
三
沢
議
員
　
今
年
度
の
海
岸

漂
着
物
の
処
理
状
況
は
ど
う
か
。

　
環
境
生
活
部
長　
今
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
に
館
山
市
と
鴨

川
市
に
お
い
て
約
65
㌧
の
漂
着

物
を
処
理
。
ほ
か
に
年
度
末
ま

で
に
南
房
総
市
、
木
更
津
市
等

の
4
市
で
の
処
理
を
予
定
し
、

更
に
山
武
市
、
大
網
白
里
市
等

の
4
市
町
が
補
助
金
を
活
用
し

て
処
理
を
行
う
予
定
で
す
。

　
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備

　
三
沢
議
員
　
海
岸
漂
着
物
の

処
理
に
お
い
て
、
県
民
が
活
動

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

生
徒
が
中
学
校
卒
業
後
も
学
び

続
け
ら
れ
る
よ
う
、県
立
高
校

で
も
受
け
入
れ
て
、生
徒
に
あ
っ

た
学
習
環
境
を
提
供
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
教
育
長　
県
教
育
委
員
会
で

は
、通
信
制
の
千
葉
大
宮
高
校

に
お
い
て
、生
徒
の
生
活
リ
ズ
ム

や
学
習
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
学
び

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、館
山
総
合
高
校
を
通

信
制
協
力
校
に
指
定
し
、対
面
の

授
業
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
併

用
し
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
、定
期

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
次
期
県
立
高
校
改
革
推
進

プ
ラ
ン
」で
は
、通
信
制
協
力
校
の

更
な
る
拡
充
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、今
後
も
、学
習
環

境
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、こ
う
し
た

取
組
の
拡
充
を
図
り
、生

徒
に
あっ
た
学
習
環
境
の
提
供
に

努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
次
の
食
育
推
進
計
画
の
取
組

　
三
沢
議
員　
県
は
来
年
度
か

ら
5
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

第
4
次
千
葉
県
食
育
推
進
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
知
事　
第
4
次
計
画
に
は
、

S
G
Ds
への
関
心
の
高
ま
り
な

ど
環
境
変
化
に
対
応
し
た
新
た

な
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
施
策
の
展

開
、
食
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

た
体
験
活
動
の
促
進
、
市
町
村

等
と
の
連
携
強
化
に
引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、
食
品
ロ

ス
の
削
減
や
環
境
に
配
慮
し
た

農
産
物
の
理
解
促
進
な
ど
、
環

境
を
意
識
し
た
食
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
発
信
や
、
研

修
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
時

間
や
場
所
を
意
識
せ
ず
に
情
報

が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
な
が

ら
、
食
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
計
画
に
掲
げ
た
理
念

や
取
組
を
、
よ
り
多
く

の
県
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
実

行
し
て
も
ら
う
た
め
、
関
係

者
と
連
携
し
て
い
く
よ
う
要

望
す
る
。

　
食
育
の
取
組
を
拡
大

　
三
沢
議
員　
計
画
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
行
政
機
関
の

み
な
ら
ず
、
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
民
間
の
活
動
が
欠
か
せ
な
い
。

　
県
は
、
食
育
の
取
組
を
ど
の

よ
う
に
広
げ
て
い
く
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
「
ち
ば
食

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」や「
ち
ば
食

育
サ
ポ
ー
ト
企
業
」、
農
業
体

験
の
受
け
入
れ
、
学
校
で
の
出

前
授
業
の
開
催
、
県
産
食
材
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
の
紹
介
、
教
育
現

場
や
シ
ニ
ア
団
体
への
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
紹
介
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

就
農
者
の
確
保・育
成
を

２月県議会に登壇し、館山市を
中心とした安房地域の課題を

質問する三沢議員

　
新
規
就
農
者
の
確
保

に
あ
た
っ
て
は
、市
町

村
の
移
住
・
定
住
促
進
策
と
連

携
す
る
と
と
も
に
、地
元
J
A

な
ど
と
協
力
し
て
、県
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、茨
城

県
に
負
け
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

要望

農業の“危機”ただす
２月県議会・一般質問２月県議会・一般質問

海
岸
漂
着
物

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
環
境
生
活
部
長　
県
で
は
、

美
化
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

清
掃
道
具
の
貸
出
や
保
険
加
入

の
費
用
負
担
等
を
行
い
、
ま
た

今
年
度
か
ら
、
安
房
地
域
に
お

い
て
、
県
が
管
理
す
る
海
岸
収

集
ご
み
の
受
入
窓
口
の一元
化
を

図
った
と
こ
ろ
で
す
。

り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
県
内

に
広
げ
て
い
く
た
め
、
先
進
事

例
を
紹
介
し
、
経
営
モ
デ
ル
や

研
修
カ
リ
キ
ュラ
ム
の
作
成
な
ど

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
房
で
65
㌧
処
理

次
の
食
育
計
画
周
知
望
む

不登校児童生徒
取組の拡充要望

　
館
山
市
で
は
、
海
岸

等
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
る「
た
て
や
ま
ビ
ー
チ
グ

リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」が
令
和
3
年
4
月
以

降
、
70
回
を
超
え
る
活
動
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
円
滑

に
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
環

要望

境
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、
市
町
に
お
い
て
も
効

果
的
に
回
収
・
処
理
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
財
源

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
補
助

金
の
確
保
に
つ
い
て
国
に
働
き

か
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

要望

要望

　
館
山
市
選
出
の
三
沢
智
議
員
は
、2
月
県
議

会
の一般
質
問
に
登
壇
し
、館
山
市
を
中
心
と

し
た
安
房
地
域
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を

取
り
上
げ
、調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
当
局
の
考

え
を
た
だ
し
た
。質
問
と
答
弁
及
び
要
望
に
つ

い
て
概
要
を
お
伝
え
す
る
。

〈1〉 令和4年3月24日（木）

“ふるさとちば”のための政策推進を
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へ
の
周
知
③
地
元
新
聞
や
広
報

紙
へ
の
掲
載
依
頼
な
ど
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
駐
在
所
の
老
朽
化
対
策

　
三
沢
議
員
　
館
山
警
察
署

管
内
の
老
朽
化
し
た
駐
在
所
の

整
備
状
況
は
ど
う
か
。　

　
警
察
本
部
長　
館
山
警
察
署

管
内
に
は
25
か
所
の
駐
在
所
が

あ
り
ま
す
が
、令
和
2
年
度
に
は

3
か
所
の
リ
フォー
ム
と
1
か
所
の

建
替
を
行
い
ま
し
た
。本
年
度
は
、

築
後
34
年
が
経
過
し
た
那
古
駐

に
、ニ
ー
ズ
調
査
等
を
踏
ま
え
た

研
修
会
を
開
催
し
、積
極
的
な

受
入
環
境
づ
く
り
を
促
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
来
年
度
は
、地
域
への

支
援
予
算
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
受
入
地
域
の
マッ
チ
ン
グ
、誘

致
の
た
め
の
情
報
発
信
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、取
組
地
域
の
拡
大

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宿
泊・滞
在
施
設
や

交
通
利
便
性
、通
信
環

境
の
充
実
、魅
力
あ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
発
掘
、県
外
へ
の
P
R

の
強
化
な
ど
、様
々
な
取
組
が

必
要
な
の
で
、引
き
続
き
、県
の

積
極
的
な
取
組・支
援
を
要
望

す
る
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策

　
三
沢
議
員
　
小
学
校
の
通
学

路
の
緊
急一斉
点
検
を
受
け
、館

山
市
内
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

道
路
管
理
者
と
し
て
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
館
山
市
内

で
は
、県
道
館
山
富
浦
線
な
ど

38
箇
所
に
お
い
て
、路
面
の
カ

ラ
ー
舗
装
な
ど
の
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、今
年
度

内
に
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、通
学
路
の
安
全

対
策
に
しっか
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

地
元
と
も
連
携
し

て
、残
る
箇
所
に
つ
い
て

も
早
急
に
対
応
を
進
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
富
津
館
山
道
路
の
4
車
線
化

　

三
沢
議
員　
館
山
自
動
車

道
は
、令
和
2
年
3
月
ま
で
に

全
線
4
車
線
化
さ
れ
た
が
、接

続
す
る
富
津
館
山
道
路
は
、未

だ
暫
定
2
車
線
と
な
って
お
り
、

早
期
の
4
車
線
化
が
強
く
望
ま

れ
る
。

　
富
津
館
山
道
路
の
都
市
計
画

と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続

き
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　
全
線
4

車
線
化
に
向
け
た
都
市
計
画
と

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
に

と
なって
お
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
広
報

　
三
沢
議
員
　
館
山
警
察
署
の

新
庁
舎
へ
の
移
転
及
び
業
務
開

始
時
期
に
つ
い
て
市
民
に
ど
の

よ
う
に
広
報
し
て
い
く
の
か
。

　

警
察
本
部
長　
新
庁
舎
への

移
転
や
業
務
開
始
時
期
の
日
程

が
確
定
次
第
、速
や
か
に
①
県

警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
への
掲
載
②
署

の
窓
口
に
お
け
る
周
知
や
交
番・

駐
在
所
が
作
成
す
る「
ミ
ニ
広
報

紙
」を
活
用
し
た
地
元
自
治
会

自席から再質問する三沢議員

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
の
促
進

　
三
沢
議
員
　
今
回
、館
山
市・

安
房
地
域
を
中
心
と
す
る
様
々

な
課
題
を
取
り
上
げ
た
。課
題

の
解
決
に
は
、現
場
の
状
況
を
よ

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
。更
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

ま
ず
現
場
で
課
題
確
認
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県
土
整
備
部
の
取
り
組
み

　

三
沢
議
員　
公
共
事
業
は
、

予
算
の
単
年
度
主
義
に
基
づ
き
、

年
度
ご
と
の
事
業
執
行
と
な
る

こ
と
が
多
い
た
め
、工
事
の
閑
散

期
と
繁
忙
期
の
差
が
大
き
い
。

新
年
度
内
に
新
庁
舎
完
成

館
山
警
察
署

設
置
し
、四
半
期
ご
と
の
契
約
目

標
に
基
づ
き
、執
行
状
況
の
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、ゼ
ロ
債
や
２

か
年
債
務
の
活
用
、繰
越
設
定

な
ど
に
よ
り
、平
準
化
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
工
事
発
注
の
多
い
県
土
整
備

部
に
お
け
る
施
工
時
期
の
平
準

化
に
向
け
た
取
り
組
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
県
土
整

備
部
で
は
、出
先
機
関
と「
公
共

事
業
進
行
管
理
調
整
会
議
」を

　

今
後
と
も
、平
準
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
町
村
へ
の
働
き
か
け

　

三
沢
議
員
　
県
は
、施
工
時

期
の
平
準
化
に
つ
い
て
、市
町
村

に
ど
う
働
き
か
け
て
い
る
の
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

市
町
村
等
と
組
織
す
る
千
葉
県

発
注
者
協
議
会
に
お
い
て
、県
の

取
組
を
紹
介
し
、平
準
化
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、各
市
の
取
組
状
況
や

課
題
を
把
握
し
て
助
言
を
行

い
、債
務
負
担
行
為
等
の
活
用

を
促
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、市
町
村
の
取

組
は
年
々
進
ん
で
お
り
、引
き
続

き
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
に
お
い
て
は
、平

準
化
推
進
の
た
め
、更

な
る
、か
つ
思
い
切
っ
た
取
組
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、市
町
村

に
対
し
て
も
平
準
化
推
進
の
働

き
か
け
を
強
力
に
行
い
、総
予

算
の
半
分
程
度
を
目
標
に
執
行

で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

着
手
し
、最
初
の
段
階
と
な
る

都
市
計
画
の「
評
価
書
」と
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の「
配
慮
書
」の
手

続
き
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

本
年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け

て
は
、次
の
段
階
と
な
る
環
境
影

響
評
価
の「
方
法
書
」を
縦
覧

し
、住
民
説
明
会
を
沿
線
4
市

町
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、「
方
法
書
」の
手
続

き
を
完
了
さ
せ
、環
境
調
査
等

を
行
う
と
と
も
に
、都
市
計
画

の
原
案
説
明
会
を
開
催
す
る
な

ど
、引
き
続
き
、着
実
に
手
続
き

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
館
富
ト
ン
ネ
ル
の
進
捗
状
況

　
三
沢
議
員　
国
道
1
2
7
号

バ
イ
パ
ス
は
、館
山
市
北
条
か
ら

南
房
総
市
富
浦
町
多
々
良
ま
で

の
7・6
㎞
のバ
イ
パス
で
、富
津
館

山
道
路
への
ア
ク
セ
ス
道
路
と
なっ

て
い
る
。こ
の
う
ち
、館
山
市
北
条

か
ら
冨
浦
イ
ン
タ
ー
チェン
ジ
ま
で

の
区
間
は
順
次
、4
車
線
化
さ
れ

て
き
た
が
、館
富
ト
ン
ネ
ル
と
、そ

の
前
後
の
区
間
1
㎞
は
、未
だ
暫

定
2
車
線
に
なって
い
る
。

　
国
道
1
2
7
号
を
管
理
す
る

国
は
、令
和
2
年
度
に
全
体
事

業
費
約
30
億
円
で
4
車
線
化
に

着
手
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、そ

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
国
は
、暫

定
2
車
線
と
なって
い
る
館
富
ト

ン
ネ
ル
を
含
む
川
名・富
浦
地
区

に
つい
て
、令
和
2
年
度
に
4
車

線
化
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
現
在
、館
富
ト
ン
ネ
ル
の
東
側

に
新
た
に
整
備
す
る
ト
ン
ネ
ル
の

詳
細
設
計
を
進
め
、ト
ン
ネ
ル
前

後
の
用
地
確
保
区
間
に
お
い
て
、

今
後
、切
土
や
の
り
面
工
事
な
ど

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

県
と
し
て
は
、早
期
4
車
線
化

に
つい
て
国
に
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。
　

富
津
館
山
道
路
に
つ

い
て
は
早
期
の
手
続
き

と
着
工
を
、国
道
1
2
7
号
の
館

山
バ
イ
パ
ス
館
富
ト
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
は
早
期
の
供
用
開
始
に

向
け
て
着
実
に
工
事
を
進
め
る

よ
う
国
に
強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

　

知
事　
本
県
は
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョン
の
場
と
し
て
優
位
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、W
i
|
F
i
環
境

の
整
備
や
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
改

修
な
ど
、受
入
れ
環
境
を
整
備

す
る
取
組
に
対
し
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、環
境
整
備
が
進
ん
で
い

な
い
市
町
村
や
事
業
者
を
中
心

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組

　
三
沢
議
員　
仕
事
と
休
暇
を

組
み
合
わ
せ
た「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」は
、働
き
方
の
多
様
化
だ
け

で
な
く
、観
光
産
業
に
も
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
県
で
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

受
入
を
更
に
促
進
す
る
た
め
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
館
山
警
察
署
の
建
設
状
況

　

三
沢
議
員　
現
在
の
庁
舎

は
、老
朽
化
が
進
み
、利
用
者
の

利
便
性
低
下
な
ど
か
ら
、旧
県
立

安
房
南
高
校
の
跡
地
に
新
庁
舎

の
建
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
館
山
警
察
署
新
庁
舎
建
設

工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

警
察
本
部
長　
本
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、令
和
4
年
度
内

の
完
成
に
向
け
て
、工
程
ど
お
り

順
調
に
進
ん
で
お
り
、1
月
末

現
在
、概
ね
50
％
の
進
捗
状
況

在
所
の
建
替
工
事
を
行って
お
り
、

年
度
内
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
、老
朽
化
の
状
況

を
踏
ま
え
、駐
在
所
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
内
の

新
庁
舎
完
成
に
向
け
て

着
実
に
工
事
を
進
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
周
知

を
、
し
っ
か
り
と
行
う
よ
う
要

望
す
る
。
ま
た
、
駐
在
所
の

改
修
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
か

つ
着
実
に
行
う
よ
う
要
望
す

る
。

様
々
な
業
界
が
大
変
苦
労
し
て

い
る
。県
幹
部
の
皆
さ
ん
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
抱
え
る
課
題

の
現
場
に
足
を
運
び
、実
際
に
見

た
上
で
、解
決
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

要望

要望

要望

要望

要望

まず通学路の安全対策

　
三
沢
議
員
　
小
学
校
の
通
学

路
の
緊
急一斉
点
検
を
受
け
、館

山
市
内
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

道
路
管
理
者
と
し
て
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

で
は
、県
道
館
山
富
浦
線
な
ど

38ラ
ー
舗
装
な
ど
の
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、今
年
度

内
に
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、通
学
路
の
安
全

対
策
に
しっか
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

も
早
急
に
対
応
を
進
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

道
は
、令
和
2
年
3
月
ま
で
に

全
線
4
車
線
化
さ
れ
た
が
、接

続
す
る
富
津
館
山
道
路
は
、未

だ
暫
定
2
車
線
と
な
って
お
り
、

要望

まず通学路の安全対策
着実な幹線道の４車線化も

年
間
通
じ
工
事
の
平
準
化
を
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